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新議員の抱負

副議長　柳田　裕平

　時代に適応する議会改
革、町民から信頼される
町議会に努めます。

議　長　伊藤　秋雄

　議席を与えられ培った
経験を生かし、町の発展
の為、粉骨砕身で頑張る。

小柳　　聡

　積極的に行動し、発言
には結果を求め、活発な
議論で前進する町へ

加藤千代美

　座右の銘
　　“ 土は再生できる。”

　モットーは
　　産業振興を図る。

北嶋　賢子

　団結・平和・命・くら
しを守る事が労働組合か
ら得た活動の根源。

伊藤　敦朗

ワン・フォー・オール
オール・フォー・ワン

京極　幸村

　素直に
　　　謙虚に
　　　　　誠実に

石井　清人

　有言実行　発言に責任
を持ち、その実現のため
日々努力します。
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令和３年２月24日招集

第２回

臨 時 会
　２月24日第２回臨時会が開催され、正副議長の選出、各常任

委員会、議会運営委員会、議会広報編集委員会の構成、各組合議

会議員の選出、監査委員選任の同意を行いました。

　監査委員には、村井　剛氏が選任同意されました。

  議会構成、各組合議会議員、監査委員など決定   

八 郎 潟 町 議 会 構 成

議　長　伊　藤　秋　雄

副議長　柳　田　裕　平
常　任　委　員　会

一　部　事　務　組　合　議　員

議　席 氏　　名

１　番 加　藤　千代美

２　番 小　柳　　　聡

３　番 伊　藤　敦　朗

４　番 北　嶋　賢　子

５　番 石　井　清　人

６　番 京　極　幸　村

７　番 村　井　　　昇

８　番 畠　山　一　充

９　番 金　　　一　義

10　番 村　井　　　剛

11　番 柳　田　裕　平

12　番 伊　藤　秋　雄

総務産業常任委員会

委 員 長　小　柳　　　聡

副委員長　村　井　　　昇

委　　員　伊　藤　敦　朗

　 〃 　　金　　　一　義

　 〃 　　村　井　　　剛

　 〃 　　柳　田　裕　平

湖東地区行政一部事務組合

小　柳　　　聡

伊　藤　敦　朗

村　井　　　昇

議会運営委員会

委 員 長　伊　藤　敦　朗

副委員長　畠　山　一　充

委　　員　石　井　清　人

　 〃 　　村　井　　　昇

議会広報編集委員会 (前期)

委 員 長　小　柳　　　聡

副委員長　京　極　幸　村

委　　員　加　藤　千代美

　 〃 　　伊　藤　敦　朗

　 〃 　　村　井　　　昇

　 〃 　　伊　藤　秋　雄

教育民生常任委員会

委 員 長　石　井　清　人

副委員長　北　嶋　賢　子

委　　員　加　藤　千代美

　 〃 　　京　極　幸　村

　 〃 　　畠　山　一　充

　 〃 　　伊　藤　秋　雄

八郎湖周辺清掃事務組合

京　極　幸　村

金　　　一　義

八郎潟町・井川町衛生処理施設組合

北　嶋　賢　子

石　井　清　人

畠　山　一　充

議会選出監査委員

村　井　　　 剛

畠山　一充

　自己研鑽を積み、活力
ある町の実現に向け、全
身全霊で取り組みます。

村井　　昇

　郷土の活性化と未来の
ため、一生懸命頑張りま
す。宜しくお願いします。

村井　　剛

　活力に満ち、豊かさと
いつくしみ
4 4 4 4 4

のある郷
ま

土
ち

づ
くりに努めます。

金　　一義

　町政の情報公開と町民
参加を基本にし、活力あ
る町の実現に寄与する。
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　３月定例会は、３月９日（火）から17日（水）までの９日間にわたり開

かれました。審議した議案は、条例関係５議案、補正予算関係６議案、

各種計画の策定及び変更２議案、指定管理者の指定１議案、財産の処

分１議案、当初予算関係７議案、人事案件にかかる諮問１件で、いず

れも原案とおり可決されました。

令和３年度　当 初 予 算（一般会計）

40億1,795万4千円
（対前年度比  9億4,565万3千円の増）

新庁舎建設関係事業費（継続費） ………………… 10億3,018万7千円

施設型給付費（認定こども園運営費分） ……………… 1億920万2千円

各種予防接種費（新型コロナウイルスワクチン予防接種など）

　……………………………………………………………… 4,159万9千円

多面的機能支払交付金　…………………………………… 3,174万5千円

はちらぼ補助金  ………………………………………………… 1,950万円

ふれあいロード橋補修工事事業費（工事期間 令和３年度～５年度）

　…………………………………………うち令和３年度分 3,833万2千円

防災行政無線屋外子局改良工事  ………………………… 2,407万4千円

東京2020大会聖火リレー開催事業負担金 ………………… 372万4千円

３月定例会

〇国民健康保険特別会計  ……… 6億3,553万8千円（対前年度比 3,326万6千円の減）

〇後期高齢者医療特別会計  ………………8,547万円（対前年度比 342万1千円の増）

〇公共下水道事業特別会計  ……… 3億479万5千円（対前年度比 196万4千円の増）

〇介護保険特別会計

　保険事業勘定  ………………… 9億1,652万4千円（対前年度比    1,294万円の増）

　介護サービス事業勘定  ……………… 450万5千円（対前年度比 67万4千円の増）

〇上水道特別会計

　収益的支出  …………………… 1億4,699万7千円（対前年度比 1,013万1千円の増）

　資本的支出  …………………… 1億3,239万8千円（対前年度比 2,618万9千円の増）

主なものは…

特 別 会 計
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　国民健康保険税の資産割については、私が令和元年12月議会で一般質問をして問題提起いたしました。以

来町長、職員、国保運営協議会委員の方々はこのことに真摯に向き合ってくださりまして、幾多の検討がなさ

れた結果今回の条例改正と言う結論に達したことであります。大変ご難儀したと思います。心から敬意を表し

ます。

　資産割の問題点は①勤め人の組合健保や協会けんぽに資産割の考えがない。そもそも医療費負担と固定資産

に関連性があるのかと言う疑問。②資産割は固定資産税額に定率を掛けて税額を出している。つまり税金にさ

らに税金を賦課している。いわゆる２重課税と言われていること。③同じ所得、同じ人数の世帯でも敷地が広

いと国保税が高くなる。町営住宅やアパートに入っている人には資産割は生じない。この不公平感がある。

　いまから30年くらい前ですが、私が在職時に川崎地区の人から屋敷が広いと国保の税金が高くなって大変

だと言われて驚いたことを覚えています。

　今回の条例一部改正では、資産割は令和３年度と令和４年度に段階的に下げて、令和５年度から完全廃止す

るということになりました。そして資産割を廃止した分は新たな賦課はしないで１億円の基金で対応してい

く、ということですから、実質国保税の減税につながりました。町民にはよいお知らせです。

　役場の仕事は苦情ばかりが多くなかなか報われるということが少ないのですが、私は良いことに対しては評

価し「よくやったなと」言ってあげることも必要だと思っています。

　今回の国保税条例の一部改正は大賛成です。

　以上で賛成討論を終わります。

■議長交際費の支出状況
　（１月～３月）

分　類 件数 金額（円） 内　　　　訳

その他 １ 3,000
八郎潟町婦人会

定期総会

【議決された条例の主な内容】 八郎潟町特別職の職員で非常勤のものの報酬
及び費用弁償に関する条例の一部改正

　非常勤特別職に新たに学校運営協議会委員を加

え、報酬日額を2,000円と定めたものです。

八郎潟町国民健康保険条例の一部改正

　新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等

に係る、傷病手当金の定義を改めたものです。

八郎潟町国民健康保険税条例の一部改正

　国民健康保険税の賦課方式について、現行の所得

割額、資産割額、被保険者均等割額、世帯別平等割

額の４方式から、「資産割額」を廃止した３方式に

段階的に変更するものです。

八郎潟町介護保険条例の一部改正

　介護保険法に基づき、第８期事業計画期間中にお

ける第１号被保険者に係る、介護保険料率を定める

とともに、所要の規定の整備を図るものです。

八郎潟町債権管理条例の制定

　町の債権の管理に関する事務について、必要な事

項を定めることにより、公平かつ公正な町民負担の

確保及び当該事務の一層の適正化を図り、もって健

全な行財政運営に資するために制定したものです。

　議案第13号に対する賛成討論 石 井　清 人 議員

令和３年２月24日開催第第２２回回 臨 時 会

令和３年１月12日開催第第１１回回 臨 時 会

議案第１号　 債務不存在確認請求事件に対する反訴について

▶▶全員賛成可決

議案第２号　 令和２年度八郎潟町一般会計補正予算（第８号）について

　　　　　　（新型コロナウイルス関連予算など）　 ▶▶全員賛成可決

議長の選挙、副議長の選挙、常任委員会の選任、議会運営委員会委員

の選任、議会広報編集委員会委員の選任、各組合議会議員の選挙など

令和３年３月２日開催

《協議案件》

・ ３月定例会に提出する議案の

主な内容について

議会全員協議会議会全員協議会

◎ 議長が交際費に要した経費の概要をお知

らせします。
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66議員が町政に対し質問議員が町政に対し質問
　３月10日の本会議において一般質問が行われ、６議員が質問を　３月10日の本会議において一般質問が行われ、６議員が質問を
行いました。以下、質問・答弁の内容を要約してお伝えします。行いました。以下、質問・答弁の内容を要約してお伝えします。

３月定例会

北嶋　賢子  議員（一括質問一括答弁）

１、馬場目川の浚渫を

２、湖東消防の泡消火薬剤の保守管理は

３ 、基盤整備による、たんぼ等水辺の在来生物を守

り復活に援助を

小柳　　聡  議員（一問一答）

１ 、新型コロナウイルスワクチン接種の対策について

２、議会や議員の在り方を今一度見つめ直す時では

３、併設校としての一年は

加藤千代美  議員（一問一答）

１、移住・定住について

２、令和３年度の予算編成と産業振興

畠山　一充  議員（一括質問一括答弁）

１、人口減少の取り組みについて

　（１ ）移住・定住支援関係補助金の現状及び対策

について

　（２）人口減少対策の施策及び予算措置について

◆ 質 問 者

一般質問とは

　一括質問一括答弁方式の場合、質疑は特別な場合を除き３回を超えることができな

い。一問一答方式の場合はこの規定は適用しない。

　また、延会、中止、又は休憩のため発言が中断したときは、会議の再開により前の

発言を続けることができる。

２ 、新型コロナウイルス感染症ワクチン接種について

　（１）医師と看護師について確保されているか

　（２）福祉従事者の接種予定はいつごろか

　（３ ）在宅の高齢者が病院または仮設診療所へ出

向くことができない場合及び施設入所者の対

応策は

京極　幸村  議員 （一問一答）

１、空き家対策について

２、町のサービスの周知を

柳田　裕平  議員 （一括質問一括答弁）

１ 、「マイタウンバス」と「デマンドタクシー」に

ついて

２ 、「八郎潟保全会」の新年度環境保全整備事業は

どうなるのか
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で
管
内
で
泡
消
火
薬

剤
を
使
用
す
る
様
な
火
災
は

発
生
し
て
い
な
い
。
10
年
前

に
製
造
が
停
止
し
て
、
消
防

庁
よ
り
劣
化
の
恐
れ
有
り
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、

湖
東
地
区
行
政
一
部
事
務
組

合
の
当
初
予
算
に
廃
棄
処
理

費
用
と
し
て
計
上
す
る
。

基
盤
整
備
に
よ
る
、

た
ん
ぼ
等
水
辺
の

在
来
生
物
を
守
り

復
活
に
援
助
を

問

牛
ガ
エ
ル
が
急
速
に
繁

殖
し
、
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
が

め
っ
き
り
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
夕
刻
か
ら
舞
い
始
め

る
、
ホ
タ
ル
の
寿
命
は
約
10

日
間
、
基
盤
整
備
の
水
路
工

事
で
餌
の
カ
ワ
ニ
ナ
は
。
ト

ン
ボ
の
仲
間
達
は
。
辛
う
じ

て
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
い
る

も
の
の
、
あ
っ
て
あ
た
り
ま

え
を
維
持
す
る
た
め
に
、
カ

ワ
ニ
ナ
等
は
、
隣
町
等
の
協

力
も
得
て
、
こ
ど
も
達
で
飼

育
を
し
て
、
新
し
い
小
川
に

放
流
す
る
方
法
も
あ
る
と
思

う
が
。

教
育
長

以
前
は
、
学
校
内

や
校
庭
等
で
生
物
を
飼
育
す

る
事
が
普
通
で
し
た
。
八
郎

潟
町
に
赴
任
し
た
折
、
同
職

の
先
輩
、
先
生
に
町
の
自
然

の
素
晴
ら
し
さ
を
教
わ
り
こ

の
町
に
住
む
事
に
し
た
。
生

物
を
観
察
す
る
事
は
、
児

童
、
生
徒
に
と
っ
て
も
、
豊

か
な
心
の
育
生
の
為
に
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取
り
込
ん

で
学
習
す
る
事
も
価
値
あ
る

事
と
思
う
。
が
、
現
在
の
学

校
に
備
え
る
に
は
課
題
も
あ

る
。
多
く
の
課
題
が
ク
リ
ア

出
来
れ
ば
、
提
案
さ
れ
る
様

な
取
り
組
み
も
生
ま
れ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

北嶋　賢子
議員

浚渫が待たれる馬場目川（写真は川崎地区）
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小柳　　聡
議員

新型コロナウイルス

ワクチン接種の対策は

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

い
う
言
葉
と
１
年
間
付
き

合
っ
て
き
て
今
に
至
り
ま
す

が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開
始

さ
れ
る
こ
と
が
い
よ
い
よ
現

実
味
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
る
こ

と
に
よ
り
、
人
々
の
心
に
あ

る
程
度
の
「
安
心
」
と
い
う

言
葉
が
担
保
さ
れ
る
も
の
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
始
ま
る
こ
と
は
多

く
の
町
民
が
高
い
関
心
を

持
っ
て
そ
の
情
報
を
待
ち
望

ん
で
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
各
自
治
体
で
の
対
応
と

な
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
懸
念

さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
は
医

師
や
看
護
師
の
確
保
で
す
。

問

八
郎
潟
単
独
と
し
て
医

師
や
看
護
師
等
の
確
保
は
可

能
か
。

町
長

本
町
で
は
集
団
接
種

実
施
に
向
け
て
医
師
・
看
護

師
の
確
保
を
男
鹿
潟
上
南
秋

医
師
会
と
１
月
下
旬
か
ら
協

議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
医

師
会
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

於
い
て
医
師
・
看
護
師
で
支

援
す
る
と
し
て
お
り
ま
す
が

確
保
で
き
る
人
数
は
限
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
接
種
日
・
時

間
・
人
数
に
つ
い
て
は
関
係

す
る
南
秋
町
村
と
の
調
整
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
県
医
師

会
で
は
医
師
と
看
護
師
等
で

構
成
す
る
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
て
市
町
村
の
要

請
に
応
じ
て
医
師
・
看
護
師

等
を
派
遣
す
る
準
備
を
進
め

て
お
り
医
療
従
事
者
が
不
足

す
る
場
合
は
要
請
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

問

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤

師
等
の
体
制
は
ど
の
よ
う
に
。

保
健
課
長

問
診
に
関
わ
る

保
健
師
、
薬
剤
師
も
ワ
ク
チ

ン
の
詰
め
込
み
に
伴
い
必
要

に
な
る
。
調
整
を
行
っ
て
い

る
が
、
あ
る
程
度
の
人
数
は

確
保
で
き
て
い
る
。

問

１
時
間
で
ど
の
程
度
回

せ
る
か
と
い
う
想
定
は
。

保
健
課
長

医
師
１
人
、
看

護
師
２
人
に
対
し
て
１
時
間

当
た
り
20
名
の
接
種
を
想
定

し
て
い
る
。
現
段
階
で
は
医

師
２
名
看
護
師
４
名
を
予
定

し
て
い
る
の
で
一
時
間
当
た

り
40
名
を
想
定
し
て
い
る
。

問

当
町
で
は
い
つ
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
ど
の
よ
う
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
て
い
く

の
か
、
ま
た
平
日
や
休
日
の

実
施
日
や
時
間
帯
も
併
せ
て

お
伺
い
し
ま
す
。

町
長

南
秋
３
町
で
日
程
を

調
整
し
て
お
り
ま
す
。
65
歳

以
上
の
高
齢
者
接
種
開
始
は

確
定
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が

５
月
中
旬
か
ら
で
、
接
種
日

は
平
日
と
土
曜
日
、
時
間
帯

は
主
に
午
後
に
な
る
見
込
み

で
す
。
ま
た
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
第
１
ク
ー
ル
か
ら
第
３

ク
ー
ル
に
わ
け
て
実
施
し
ま

す
。
１
ク
ー
ル
あ
た
り
約
６

０
０
人
の
接
種
人
数
を
見
込

ん
で
お
り
ま
す
が
、
１
ク
ー

ル
内
に
同
じ
方
が
２
回
接
種

を
受
け
ま
す
。
１
回
目
と
２

回
目
の
接
種
の
間
は
約
３
週

間
を
空
け
ま
す
。
申
し
込
み

数
に
達
し
た
ク
ー
ル
は
そ
れ

以
外
で
の
ク
ー
ル
の
接
種
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
時

期
、
供
給
量
を
見
極
め
な
が

ら
決
め
る
。
ま
た
基
礎
疾
患

の
あ
る
方
や
一
般
町
民
の
方

は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
接

種
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
日

程
を
決
め
る
こ
と
に
な
る
。

併
設
校
と
し
て
の

１
年
は

　

併
設
校
と
な
っ
た
こ
と
で

大
雨
の
日
等
は
車
で
一
緒
に

小
学
生
や
中
学
生
を
送
っ
て

い
く
機
会
も
増
え
ま
し
た
。

私
が
住
む
町
内
の
子
供
会
は

３
世
帯
４
人
し
か
い
な
く
、

車
で
送
っ
て
い
く
場
合
は
連

絡
を
取
り
合
っ
て
報
告
す
る

の
で
す
が
、
１
人
や
２
人
で

登
校
す
る
こ
と
も
度
々
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
状
況
が

周
り
で
も
起
き
て
い
る
の

か
、
個
別
登
校
の
よ
う
な
形

で
小
学
生
が
登
校
す
る
事
も

目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
冬
期
間
に
限
っ
て
は
集

団
登
校
を
休
止
し
各
家
庭
で

と
い
う
判
断
を
し
て
い
る
子

ど
も
会
も
あ
る
そ
う
で
す
。

問

少
人
数
の
子
ど
も
会
が

増
え
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え

て
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要

で
は
な
い
か
。

教
育
長

数
年
前
か
ら
地
域

に
よ
っ
て
は
集
団
登
校
が
成

り
立
た
な
い
所
が
出
て
き
て

い
る
。
保
護
者
か
ら
の
提
言

も
あ
り
見
直
し
に
つ
い
て
は

学
校
の
方
で
も
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
現
在
は

臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
安
全
面
を

考
え
て
の
集
団
登
校
で
す
の

で
、
少
し
の
時
間
で
ま
と
ま

れ
る
区
域
で
は
集
団
で
歩
く

こ
と
を
奨
励
す
る
が
、
天
候

条
件
に
よ
り
い
ろ
い
ろ
な

ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
。
大

事
な
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
が
連
絡
を
密
に
し
合
い
、

連
携
し
合
っ
て
約
束
事
を
作

り
、
待
ち
ぼ
う
け
に
な
る
よ

う
な
事
で
児
童
が
み
じ
め
な

思
い
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

問

困
っ
て
い
る
子
ど
も
会

を
挙
手
制
で
取
り
ま
と
め
て

グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
は
。

教
育
長

地
域
が
広
す
ぎ
る

と
ま
と
め
る
の
が
難
し
い
。

お
家
を
出
て
く
る
時
間
、
ど

こ
に
集
ま
る
か
で
待
っ
て
い

る
過
程
で
時
間
の
差
が
出
て

く
る
。
低
学
年
が
１
人
で
歩

い
て
く
る
の
は
出
来
れ
ば
避

け
て
ほ
し
い
。
そ
う
い
う
と
き

に
は
後
ろ
か
ら
来
た
グ
ル
ー

プ
が
つ
い
で
に
面
倒
を
見

て
、
一
緒
に
連
れ
て
い
っ
て

あ
げ
る
等
、
子
ど
も
同
士
の

思
い
や
り
的
な
も
の
が
出
て

く
る
と
い
い
と
考
え
て
い
る
。

数人という形が増加傾向の集団登校

そ
の
他
に

こ
ん
な
質
問
を
し
ま
し
た

○ 

議
会
議
員
の
報
酬
の
適

正
化
と
定
数
に
つ
い
て

○ 

議
会
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導

入
の
見
通
し
は

○ 

学
校
行
事
等
の
開
催
判

断
基
準
に
つ
い
て
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移 住 、定 住 は

問

今
ま
で
の
移
住
、
定
住

は
、
町
の
行
政
に
協
力
し
、

町
の
特
徴
の
あ
る
特
産
品
を

開
発
す
る
と
か
、
地
域
に
埋

も
れ
て
い
た
文
化
の
再
興
を

図
る
、
空
き
家
に
人
を
呼

ぶ
、
そ
の
上
で
人
口
増
を
図

る
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
あ
っ

た
と
思
う
が
、
こ
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
と
私
は
、

思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
我
が
町
で
は
移

住
、
定
住
に
つ
い
て
は
今
、

い
ろ
い
ろ
検
討
し
て
い
る
段

階
で
あ
る
と
、
私
が
現
職
の

時
は
、
こ
の
よ
う
に
答
弁
い

た
し
て
い
た
と
思
う
が
、
そ

の
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

　

私
が
想
う
に
は
、
今
、
都

会
で
移
住
、
定
住
を
望
ん
で

い
る
人
は
、
過
密
化
で
コ
ロ

ナ
が
頻
繁
に
発
生
す
る
東
京

を
離
れ
て
Ｉ
Ｔ
産
業
を
利
用

し
て
自
然
豊
か
な
場
所
を
求

め
て
、
自
分
達
の
生
活
を
エ

ン
ジ
ョ
イ
す
る
姿
に
変
わ
っ

加藤千代美
議員

て
き
て
る
の
で
は
、
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

我
が
町
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｔ

産
業
を
利
用
で
き
る
人
を
町

に
呼
び
人
口
の
増
加
を
図
る

計
画
を
立
て
る
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

町
長

町
単
独
事
業
と
し
て

は
、
移
住
支
援
助
成
金
、
ふ

る
さ
と
回
帰
支
援
交
付
金
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
開
設
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
等
の
事

業
を
行
っ
て
い
る
。

　

移
住
、
定
住
は
、
ひ
と
つ

の
政
策
だ
け
で
は
、
実
現
で

き
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
条
件

を
提
示
し
な
が
ら
、
本
町
に

移
り
住
む
決
断
を
し
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
総
合
的
な

町
施
策
の
中
で
考
え
る
べ
き

問
題
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。

令
和
３
年
度
の
予
算

編
成
と
産
業
振
興

問

令
和
３
年
度
も
農
業
情

勢
は
非
常
に
厳
し
い
現
状
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

当
局
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し

予
算
編
成
し
た
の
か
、
農
業

が
基
幹
産
業
（
主
と
し
て

米
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
令

和
３
年
度
に
お
い
て
も
産
業

振
興
（
特
に
農
業
・
漁
業
）

を
図
る
の
か
。

　

今
ま
で
も
何
度
も
質
問
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

そ
の
た
び
ご
と
に
農
業
生
産

法
人
化
の
推
進
、
減
農
薬
農

業
な
ど
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド

化
、
米
以
外
の
作
目
の
生
産

拡
大
（
特
に
枝
豆
）
と
い
っ

た
答
弁
で
あ
っ
た
よ
う
な
気

が
い
た
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
伺
い
た
い
の
で
あ

り
ま
す
が
、
農
業
生
産
法

人
、
減
農
薬
農
業
な
ど
に
よ

る
ブ
ラ
ン
ド
化
、
米
以
外
の

作
目
の
生
産
拡
大
が
当
初
計

画
よ
り
個
数
、
生
産
量
、
所

得
で
ど
の
く
ら
い
伸
び
た
の

か
。

町
長

そ
の
１　

我
が
町
の

作
況
指
数
と
農
家
所
得
に
つ

い
て
。

　

作
況
指
数
は
、
市
町
村
ご

と
に
発
表
さ
れ
た
こ
と
は
、

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
秋
田
中
央

の
作
況
指
数
は
１
０
４
と

な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
と
同

様
で
あ
り
ま
し
た
。

　

農
家
所
得
は
、
概
算
金
の

支
払
い
額
が
１
２
，
４
０
０

円
で
、
昨
年
よ
り
１
，
１
０

０
円
下
が
っ
て
い
る
。

そ
の
２　

産
業
振
興
（
農

業
・
漁
業
）。

　

産
業
生
産
法
人
の
個
数

は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
、

促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
構

想
の
中
で
、
現
状
よ
り
４
法

人
増
加
さ
せ
る
と
あ
り
ま

す
。
現
時
点
で
の
農
業
生
産

法
人
は
、
８
法
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

環
境
保
全
米
の
作
付
農
家

数
は
、
５
農
家
で
す
。
平
成

27
年
度
の
作
付
面
積
は
、
２

６
３
ア
ー
ル
、
今
年
度
は
４

１
２
ア
ー
ル
で
す
。
所
得
は
、

個
人
の
こ
と
な
の
で
把
握
し

て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
法
人
を

増
や
す
過
程
に
お
い
て
も
、

転
作
作
物
に
お
い
て
も
伸
ば

し
て
い
き
た
い
の
は
山
々
で

す
が
、
い
く
ら
予
算
編
成
す

る
か
と
い
う
こ
と
も
、
今
ま

で
議
員
の
皆
さ
ん
に
示
し
た

こ
と
が
な
い
。
示
す
こ
と
が

で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

問

ま
た
、
平
成
29
年
に
事

業
を
計
画
し
平
成
30
年
に
事

業
が
完
成
し
平
成
31
年
よ
り

中
友
商
事
が
事
業
を
進
め
て

い
る
「
ジ
ュ
ン
サ
イ
」
栽
培

は
、
今
ど
の
よ
う
な
歩
み
を

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、

町
の
指
導
は
、
ど
の
よ
う
に

な
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。

町
長

そ
の
３　

「
ジ
ュ
ン

サ
イ
」
栽
培
。

　

今
、
中
友
商
事
さ
ん
で
、

東
北
石
材
の
用
地
を
借
り
て

ハ
ウ
ス
４
棟
で
栽
培
し
て
い

る
。
昨
年
２
棟
で
収
穫
で
き

た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
但

し
、
地
下
水
の
量
が
、
足
り

な
く
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事

に
着
手
す
る
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。

　

町
で
は
、
指
導
し
て
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
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畠山　一充
議員

人口減少の取り組みは

　

人
口
減
少
を
ど
う
克
服
す

る
か
本
町
の
最
重
要
課
題
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
町
の
人
口(

町
戸
籍
２
０

２
１
年
2
月
1
日
現
在)

は
、

５
，
６
１
０
名
、
高
齢
化
率

43
・
３
％
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い

「
８
０
５
０
問
題
」
が
今
後
予

想
さ
れ
ま
す
。
や
は
り
、
生

活
基
盤
を
し
っ
か
り
整
備
、

並
行
し
な
が
ら
移
住
・
定
住

支
援
を
推
進
し
且
つ
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問

移
住
定
住
対
策
に
つ
い

て
。

町
長

移
住
定
住
対
策
は
、

各
種
助
成
金
の
額
が
大
き
け

れ
ば
そ
れ
だ
け
実
現
す
る
も

の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
暮

ら
し
や
す
さ
や
仕
事
の
確

保
、
医
療
体
制
の
充
実
、
自

然
や
文
化
と
い
っ
た
環
境
面

等
、
本
町
の
魅
力
を
選
択
し

て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
成
立

い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

施
策
を
継
続
し
な
が
ら
本
町

を
選
ん
で
い
た
だ
く
為
の
さ

ら
な
る
施
策
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

問

人
口
減
少
対
策
に
つ
い

て
。

町
長

人
口
減
少
は
、
切
実

な
問
題
で
あ
り
首
都
圏
を
除

き
全
国
的
な
傾
向
で
す
。
県

と
一
緒
に
な
っ
て
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
対
策
は
す

ぐ
に
成
果
が
見
え
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
寿
命

の
延
伸
を
図
り
、
高
齢
者
が

い
つ
ま
で
も
元
気
で
社
会
生

活
を
営
ま
れ
る
地
域
づ
く
り

の
推
進
も
さ
ら
に
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問

提
案
と
い
た
し
ま
し
て

第
６
次
町
総
合
計
画
の
後
期

５
年
間
が
今
年
か
ら
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
す
。
ど
う
か
、

一
丸
と
な
っ
て
町
役
場
職
員

各
課
の
下
に
よ
り
「
人
口
減

少
」
克
服
を
テ
ー
マ
と
し
協

議
、
精
査
し
た
事
項
等
に
つ
い

て
町
民
、
町
内
会
と
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
是
非
ご
検
討
願
い
ま
す
。

町
長

町
内
会
に
対
し
て

は
、
高
齢
化
社
会
は
し
ば
ら

く
の
間
、
続
き
ま
す
の
で
健

康
な
時
は
是
非
自
主
的
に
地

域
の
元
気
を
支
え
る
役
割
を

何
ら
か
の
形
で
、
担
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。
人
口
減
少
の
最
大
の

原
因
は
デ
ー
タ
上
は
結
婚
す

る
カ
ッ
プ
ル
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
婚
姻
を
選
択

す
る
の
は
自
由
意
志
で
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
意
思
が

あ
っ
て
も
、
出
会
い
の
場
を

見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
若

者
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と

も
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。
結

婚
の
希
望
を
抱
く
方
々
が
出

会
い
の
場
に
た
ど
り
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
分

野
の
町
民
皆
さ
ま
の
知
恵
と

工
夫
を
い
た
だ
き
な
が
ら
後

押
し
出
来
た
ら
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

　

命
を
守
る
国
内
初
の
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
、
報
道
機
関
の
内
容
等
を

確
認
す
る
と
2
月
19
日
か
ら

医
療
従
事
者
向
け
に
対
し
先

行
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
ど
う
か
、
本
町
に
お
い

て
も
早
急
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
立
て
事
前
準
備
等
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問

福
祉
従
事
者
へ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
い
つ
ご
ろ
か
。

町
長

接
種
予
定
に
つ
い
て

は
、
高
齢
者
等
が
入
居
・
住

居
す
る
施
設
の
従
事
者
が
対

象
と
な
り
、
高
齢
者
施
設
は

基
本
的
に
一
般
の
方
の
集
団

接
種
と
同
時
に
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
今
後
の
ワ

ク
チ
ン
供
給
予
定
が
不
透
明

で
あ
り
、
現
段
階
で
は
接
種

予
定
時
期
を
示
す
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
に
ご
理
解
を
願

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
な

お
、
わ
か
り
次
第
、
周
知
す

る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

問

在
宅
の
高
齢
者
が
病
院

ま
た
は
仮
設
診
療
所
へ
出
向

く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
及

び
施
設
入
所
者
の
対
応
策
は
。

町
長

基
本
的
に
疾
患
の
あ

る
方
や
移
動
困
難
者
と
同
様

に
集
団
接
種
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お

い
て
は
、
医
療
機
関
や
福
祉

関
係
機
関
と
の
ご
協
力
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の

対
応
に
つ
い
て
関
係
機
関
と

協
議
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
施
設
入
所
者

の
対
応
策
に
つ
い
て
は
、
各

施
設
に
よ
っ
て
医
師
を
有
す

る
施
設
、
医
師
を
有
し
な
い

施
設
な
ど
事
情
が
異
な
り
ま

す
。
接
種
に
伴
う
準
備
体
制

も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
こ
と
か
ら

各
施
設
関
係
者
と
協
議
し
て

対
応
い
た
し
ま
す
。

ワクチンの予診票サンプル
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空 き 家 対 策 は

京極　幸村
議員

問

本
町
で
は
空
き
家
バ
ン

ク
を
設
立
し
て
い
る
が
、
設

立
か
ら
現
在
ま
で
の
利
用
者

数
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

町
長

空
き
家
バ
ン
ク
は
平

成
31
年
4
月
に
設
立
さ
れ
て

お
り
、
１
件
の
登
録
と
成
約

が
あ
っ
た
。

問

空
き
家
所
有
者
に
と
っ

て
、
片
付
け
費
用
・
改
修
費

用
の
負
担
が
大
き
な
ネ
ッ
ク

と
な
っ
て
い
ま
す
。
空
き
家

バ
ン
ク
の
利
用
者
を
増
や
す

に
は
、
登
録
ま
で
の
フ
ォ

ロ
ー
が
必
要
と
考
え
、
片
付

け
費
用
や
改
修
費
用
の
助
成

を
提
案
し
ま
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

町
長

平
成
29
年
度
の
調
査

で
１
９
１
件
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
改
修
無
し
で
使
用
で
き

る
物
件
が
3
件
で
あ
っ
た
。

改
修
費
用
に
つ
い
て
は
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
関
係
の
補
助
金

が
あ
る
。
空
き
家
を
購
入
し

た
場
合
に
お
け
る
制
度
で
あ

る
。
片
付
け
費
用
に
つ
い
て

は
、
空
き
家
を
売
却
又
は
賃

貸
す
る
こ
と
に
よ
り
収
入
が

得
ら
れ
る
た
め
そ
こ
ま
で
は

考
え
て
い
な
い
。
現
状
で
の

バ
ン
ク
登
録
も
可
能
な
の

で
、
事
業
促
進
に
努
め
て
参

る
。

問

そ
の
他
の
空
き
家
対
策

と
し
て
、
本
町
で
は
解
体
費

用
の
助
成
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。
利
用
で
き
る
空
き
家
は

空
き
家
バ
ン
ク
へ
、
老
朽
化

が
激
し
く
利
用
困
難
な
空
き

家
は
解
体
へ
と
向
か
っ
て
い

く
の
が
理
想
の
流
れ
だ
と
思

い
ま
す
が
、
空
き
家
バ
ン
ク

の
管
轄
は
産
業
課
、
解
体
費

用
の
助
成
は
町
民
課
の
管
轄

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
ち

ら
も
同
じ
空
き
家
を
対
策
す

る
と
い
う
こ
と
で
、
業
務
を

一
元
化
し
た
方
が
空
き
家
対

策
の
推
進
に
な
る
の
で
は
と

考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

町
長

既
存
の
建
物
の
老
朽

化
に
伴
い
、
適
切
な
管
理
が

さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て

い
た
場
合
、
危
険
空
き
家
に

な
っ
て
い
く
可
能
性
が
大
で

あ
る
。
防
犯
対
策
や
、
住
環

境
を
阻
害
す
る
危
険
空
き
家

を
少
し
で
も
少
な
く
す
る
観

点
か
ら
空
き
家
バ
ン
ク
を
設

置
し
て
い
る
。
町
民
の
利
便

性
を
考
慮
し
、
一
元
化
に
向

け
て
検
討
し
て
参
る
。

要
望

空
き
家
対
策
を
進
め

て
い
く
こ
と
は
未
来
へ
の
負

債
を
減
ら
す
こ
と
に
繋
が
り

ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る

対
応
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

町
の
サ
ー
ビ
ス
の

周
知
を

問

本
町
で
は
様
々
な
助

成
・
補
助
を
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
提
供
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
町
で
行
っ
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
に
ど
う
い
っ
た
も
の
が

あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
と

い
っ
た
声
を
聞
き
ま
す
。
そ

れ
を
作
り
上
げ
た
町
に
と
っ

て
も
、
知
ら
ず
に
利
用
の
機

会
を
逃
す
方
と
し
て
も
、
非

常
に
勿
体
無
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
以
下
、
Ｈ
Ｐ
）
内
に
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
ま
と
め
た

リ
ン
ク
を
作
る
の
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

町
長

Ｈ
Ｐ
の
見
直
し
に
つ

い
て
検
討
を
始
め
る
。
限
ら

れ
た
シ
ス
テ
ム
機
能
の
中
で

の
検
討
と
な
る
の
で
、
画
期

的
な
見
直
し
に
は
至
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
他
自
治

体
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
リ

ン
ク
の
作
成
で
解
決
す
る
の

か
、
全
体
的
な
仕
様
の
あ
り

方
で
見
直
す
の
か
、
検
索
し

や
す
い
方
法
は
な
い
の
か

等
、
利
用
者
の
観
点
に
立
っ

た
検
討
を
行
っ
て
参
る
。

要
望

今
は
多
く
の
世
代

が
、
特
に
若
い
世
代
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
情
報
を
仕

入
れ
る
時
代
で
す
。
町
の
Ｈ

Ｐ
が
整
理
さ
れ
る
こ
と
で
よ

り
多
く
の
情
報
が
必
要
な
人

に
届
き
や
す
く
な
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
町
の
印
象
ア
ッ

プ
に
も
繋
が
る
か
と
思
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

町のホームページ
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「マイタウンバス」と

「デマンドタクシー」

柳田　裕平
議員

　

一
昨
年
の
10
月
、「
南
秋

マ
イ
タ
ウ
ン
バ
ス
」
（
大
潟

村
・
八
郎
潟
町
・
五
城
目

町
）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
４
月
、「
広
域
デ

マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
」

（
八
郎
潟
町
・
五
城
目
町
）

の
試
験
運
行
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

昨
年
の
４
月
、
路
線
バ
ス

（
秋
田
～
五
城
目
線
）
の
運

行
経
路
変
更
に
よ
り
、
八
郎

潟
町
は
こ
の
経
路
か
ら
完
全

に
外
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

「
マ
イ
タ
ウ
ン
バ
ス
」
と

「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」
の

両
事
業
が
、
利
用
者
本
位
の

捉
え
方
で
地
域
住
民
に
歓

迎
・
利
用
さ
れ
る
よ
う
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
「
マ
イ
タ
ウ
ン
バ
ス
」

の
利
便
性
確
保
と
コ
ス
ト
削

減
と
い
う
観
点
で
は
、
ど
の

よ
う
な
意
見
が
出
て
ど
の
よ

う
な
結
論
に
達
し
た
の
か
。

町
長

異
常
気
象
や
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
学
校
の
休
校
や

病
院
の
通
院
利
用
者
の
減
少

に
よ
り
、
６
０
０
万
円
の
赤

字
が
膨
ら
み
ま
し
た
の
で
コ

ス
ト
削
減
案
を
検
討
し
ま
し

た
が
、
利
便
性
の
確
保
に
よ

る
利
用
者
増
に
繋
げ
る
べ
き

と
の
意
見
で
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
停
留
所
を

イ
オ
ン
敷
地
内
に
設
置
で
き

な
い
か
、
Ｐ
Ｒ
や
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
な
ど
を
す
る
こ
と
を

確
認
し
て
お
り
ま
す
。

問
「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」

の
利
用
状
況
と
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

町
長

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
利

用
者
が
減
少
、
「
湖
東
厚
生

病
院
」
へ
の
通
院
を
控
え
た

方
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

今
後
は
、
引
き
続
き
乗
降

調
査
等
に
よ
る
利
用
者
の
声

を
聞
き
な
が
ら
、
よ
り
利
便

性
の
高
い
「
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
」
を
目
指
し
ま
す
。

問
「
マ
イ
タ
ウ
ン
バ
ス
」

と
「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」

の
両
立
と
連
携
が
一
つ
の
鍵

と
な
る
と
思
い
ま
す
が
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

町
長

い
ず
れ
も
、
湖
東
厚

生
病
院
ま
で
の
利
用
者
が
多

い
よ
う
で
す
。

　

「
マ
イ
タ
ウ
ン
バ
ス
」
を

利
用
で
き
な
い
地
域
は
、

「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」
の

利
用
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

通
院
タ
ク
シ
ー
制
度
も
含

め
た
、
３
種
類
の
交
通
手
段

を
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
流
人
口
の
拡
大

を
目
的
と
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の

媒
体
で
、
３
町
村
の
イ
ベ
ン

ト
に
合
わ
せ
た
周
知
も
利
用

者
増
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て

い
る
。

「
八
郎
潟
保
全
会
」

の
新
年
度
整
備
事
業

は
ど
う
な
る
の
か

問
「
八
郎
潟
保
全
会
」
の

こ
と
に
つ
い
て
は
、
裁
判
で

係
争
中
で
も
あ
り
町
民
の
関

心
も
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。

　

夜
叉
袋
地
区
に
農
地
の
あ

る
方
に
と
っ
て
は
、
新
年
度

の
整
備
事
業
が
計
画
通
り
に

実
施
さ
れ
る
の
か
否
か
が
一

番
の
心
配
事
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
当
局
と
し
て

は
ど
の
よ
う
な
考
え
で
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

町
長

こ
の
件
に
つ
い
て

は
、
町
と
し
て
も
懸
念
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
交
付
金
に

つ
い
て
は
、
八
郎
潟
保
全
会

に
は
交
付
決
定
し
な
い
こ
と

が
決
ま
っ
て
お
り
、
予
算
措

置
し
て
い
た
交
付
金
も
国
費

や
県
費
を
返
還
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

来
年
度
以
降
も
現
状
の
運

営
体
制
で
あ
り
、
尚
且
つ
現

在
裁
判
で
係
争
中
と
い
う
こ

と
も
考
慮
す
る
と
交
付
金
の

支
給
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

地
域
の
合
意
形
成
の
上
に

成
り
立
っ
て
行
な
う
事
業
で

す
の
で
、
地
域
で
再
度
話
し

合
い
を
行
な
っ
て
も
ら
い
た

い
と
の
考
え
で
す
。

　

町
と
し
て
は
新
た
な
体
制

に
対
し
て
は
、
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
予
算
に
つ

い
て
は
こ
れ
ま
で
と
同
額
を

計
上
し
国
や
県
に
要
望
し
て

お
り
ま
す
。
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令和３年　八郎潟町議会３月定例会

提 出 議 案 等 結 果 報 告

議案番号 審　　議　　案　　件 結　　果

議案第５号 令和２年度八郎潟町一般会計補正予算（第10号)について 全員賛成可決

議案第６号 令和２年度八郎潟町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について 全員賛成可決

議案第７号 令和２年度八郎潟町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について 全員賛成可決

議案第８号 令和２年度八郎潟町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について 全員賛成可決

議案第９号 令和２年度八郎潟町介護保険特別会計補正予算（第３号）について 全員賛成可決

議案第10号 令和２年度八郎潟町上水道特別会計補正予算（第４号）について 全員賛成可決

議案第11号
八郎潟町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例について
全員賛成可決

議案第12号 八郎潟町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 全員賛成可決

議案第13号 八郎潟町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 全員賛成可決

議案第14号 八郎潟町介護保険条例の一部を改正する条例について 全員賛成可決

議案第15号 八郎潟町債権管理条例の制定について 全員賛成可決

議案第16号 第６次八郎潟町総合計画 後期基本計画の策定について 全員賛成可決

議案第17号 八郎潟町過疎地域自立促進計画の変更について 全員賛成可決

議案第18号 八郎潟町の公の施設に係る指定管理者の指定について 全員賛成可決

議案第19号 町有地の処分について 全員賛成可決

議案第20号 令和３年度八郎潟町一般会計予算について
賛成多数可決

（反対：北嶋賢子）

議案第21号 令和３年度八郎潟町国民健康保険特別会計予算について 全員賛成可決

議案第22号 令和３年度八郎潟町後期高齢者医療特別会計予算について 全員賛成可決

議案第23号 令和３年度八郎潟町公共下水道事業特別会計への繰り入れについて 全員賛成可決

議案第24号 令和３年度八郎潟町公共下水道事業特別会計予算について 全員賛成可決

議案第25号 令和３年度八郎潟町介護保険特別会計予算について 全員賛成可決

議案第26号 令和３年度八郎潟町上水道特別会計予算について 全員賛成可決

諮問第１号 八郎潟町人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
全員賛成推薦

（谷村明美 氏）

■陳　情
受理
番号

受　理
年月日

件名 住　所 氏　　名 件　　　名
本会議
結　果

付　託
委員会

１
令和３年
１月19日

陳情

秋田市

秋田市

秋田県春闘共闘懇談会
　　代表委員　石川　洋基
秋田県労働組合総連合
　　　議　長　加賀屋俊悦

「最低賃金の改善と中小企業支援
の拡充を求める意見書」の採択を
求める陳情書

採択
(全員賛成)

総務
産業

（13）　八郎潟町議会だより  第147号  令和３年４月１日



各
常
任
委
員
会
の
審
議

総

務

産

業

常
任
委
員
会

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

＊
総
務
課
関
係

問

南
秋
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
負
担
金
の

他
町
村
と
の
負
担
割
合

は
。

答

本
町
が
12
％
、
大
潟

村
が
75
・
３
％
、
五
城
目

町
が
12
・
７
％
で
あ
る
。

＊
建
設
課
関
係

問

昼
根
下
地
区
か
ら
Ｊ

Ｒ
脇
に
落
ち
る
水
路
の
葦

等
の
撤
去
は
町
で
実
施
で

き
な
い
か
。

答

過
去
に
は
何
回
か
町

で
泥
上
げ
を
し
て
い
る
が
、

Ｊ
Ｒ
の
横
断
部
分
が
高
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
泥
上

げ
を
し
て
も
流
れ
な
い
状

大
道
公
民
館
及
び
車
庫
は

現
況
の
ま
ま
で
当
面
は
利

用
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。
将
来
的
に
は
新
庁

舎
周
辺
環
境
の
観
点
で

は
、
こ
れ
ら
施
設
は
他
の

場
所
に
移
転
す
る
方
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

＊
産
業
課
関
係

問

秋
田
県
信
用
保
証
協

会
貸
付
金
の
実
績
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答

秋
田
県
が
行
っ
て
い

る
無
利
子
・
無
担
保
の
制

態
に
な
っ
て
い
る
。
重
機

の
使
用
に
は
Ｊ
Ｒ
の
許
可

が
必
要
と
な
る
の
で
、
人

力
で
葦
等
の
撤
去
が
可
能

か
今
後
検
討
す
る
。

◆
当
初
予
算
関
係

＊
総
務
課
関
係

問

現
庁
舎
備
品
の
廃
棄

に
つ
い
て
、
廃
棄
量
を
減

ら
す
た
め
に
も
他
施
設
で

度
を
利
用
す
る
方
が
多
く

利
用
者
が
減
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
前
年
度
に
対
し

て
６
０
０
万
円
減
額
し
て

い
る
。

＊
建
設
課
関
係

問

小
池
地
区
の
待
避
所

設
置
に
つ
い
て
、
以
前
は

バ
イ
パ
ス
を
整
備
す
る
構

想
も
あ
っ
た
と
思
う
が
、

待
避
所
を
設
置
す
る
こ
と

に
な
っ
た
経
緯
は
。

答

か
な
り
以
前
の
こ
と

だ
が
バ
イ
パ
ス
計
画
は
確

か
に
あ
っ
た
。
農
地
が
三

角
に
分
割
さ
れ
る
こ
と
な

ど
の
理
由
で
受
益
者
が
反

対
し
断
念
し
た
経
緯
が
あ

る
。
３
年
ほ
ど
前
に
町
内

会
要
望
で
再
度
バ
イ
パ
ス

新
設
の
要
望
が
あ
っ
た

が
、
バ
イ
パ
ス
を
断
念
し

た
経
緯
も
踏
ま
え
待
避
所

の
部
分
的
な
拡
幅
を
検
討

す
る
こ
と
に
し
た
。
今
年

度
新
た
に
町
内
会
よ
り
待

避
所
設
置
の
要
望
が
あ

り
、
現
地
調
査
を
経
て
設

置
予
算
を
計
上
し
た
も
の

で
あ
る
。

利
用
す
る
と
か
、
希
望
者

に
譲
渡
す
る
等
で
き
な
い

も
の
か
。

答

他
自
治
体
で
も
そ
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
は
確
認
で

き
て
い
る
。
譲
渡
可
能
な

備
品
が
あ
れ
ば
検
討
し
た

い
。

問

新
庁
舎
建
設
関

係
で
民
家
の
土
地
購

入
と
補
償
費
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
現

庁
舎
車
庫
の
解
体
設

計
予
算
を
全
額
更
正

し
た
こ
と
と
合
わ
せ
、

そ
の
考
え
方
は
。

答

大
道
公
民
館
に

隣
接
す
る
民
家
通
路

の
購
入
及
び
通
路
両

側
の
植
栽
の
補
償
で

あ
り
、
さ
ら
に
民
家

通
路
取
得
後
の
道
路

出
入
口
の
確
保
を
補

償
す
る
経
費
で
あ
る
。

問

ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
橋

補
修
工
事
の
概
要
は
。

答

橋
脚
や
桁
の
全
面
塗

装
と
線
路
へ
の
落
下
防
止

の
た
め
、
外
壁
及
び
屋
根

の
部
分
的
な
改
修
と
な
る
。

要
望

・
町
道
石
川
線
と
小
池
線

の
交
差
点
改
良

・
国
道
７
号
と
町
道
旧
秋

田
八
郎
潟
線
の
交
差
点

横
断
歩
道
の
整
備

○
現
地
視
察

・
小
中
併
設
校
外
壁
補
修

工
事

・
三
倉
鼻　

じ
ゅ
ん
さ
い

施
設

・
町
道
石
川
線
と
小
池
線

の
交
差
点

・
国
道
７
号
と
旧
秋
田
八

郎
潟
線
の
交
差
点

・
ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
橋
補

修
工
事
個
所

　

総
括
質
疑
に
お
い
て

は
、
は
ち
ら
ぼ
補
助
金

等
に
つ
い
て
委
員
会
と

し
て
本
年
度
は
継
続
議

題
と
し
議
論
し
て
い
く

こ
と
と
し
た
。

じゅんさい施設の視察

総務産業常任委員会

令和３年４月１日 八郎潟町議会だより  第147号　（14）



教

育

民

生

常
任
委
員
会

●

補
正
予
算
関
係
議
案４

件

●

条
例
関
係
議
案

２
件

●

当
初
予
算
関
係
議
案４

件

◆
補
正
予
算
関
係

＊
町
民
課
関
係

問  

資
源
ゴ
ミ
還
元
事
業

交
付
金
に
つ
い
て
、
町
内

会
へ
の
還
元
金
が
少
な

か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答  

４
月
か
ら
新
聞
が
６

円
か
ら
２
円
に
、
段
ボ
ー

ル
が
６
円
か
ら
１
円
に
、

雑
誌
が
４
円
か
ら
１
円
に

引
き
取
り
料
金
が
変
わ
っ

た
た
め
で
す
。

＊
福
祉
課
関
係

問  

学
童
保
育
料
が
少
な

か
っ
た
理
由
は
何
か
。

答  

登
録
し
て
い
る
児
童

は
１
２
４
人
で
す
が
、
普

段
は
利
用
せ
ず
何
か
あ
っ

た
場
合
に
利
用
す
る
傾
向

が
あ
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

も
あ
り
、
利
用
を
控
え
た

こ
と
に
よ
り
ま
す
。

◆
当
初
予
算
関
係

＊
町
民
課
関
係

問  

結
婚
祝
い
金
と
出
産

祝
い
金
の
こ
れ
ま
で
の
実

績
は
。

答  
結
婚
祝
い
金
は
平
成

29
年
度
９
組
、
平
成
30
年

度
６
組
、
令
和
元
年
度
７

組
、
令
和
２
年
度
現
在
７

組
で
す
。
出
産
祝
い
金
は

平
成
29
年
度
18
件
、
平
成

30
年
度
15
件
、
令

和
元
年
度
19
件
、

令
和
２
年
度
現
在

18
件
で
す
。

問  

空
き
家
解
体

費
補
助
金
の
条
件

は
。

答  

あ
く
ま
で
も

危
険
な
空
き
家
が

対
象
で
、
町
内
会

や
近
隣
か
ら
の
要

望
な
ど
が
あ
り
、

い
く
つ
か
の
条
件

を
ク
リ
ア
し
た
場
合
に
対

象
住
家
と
な
り
ま
す
。

＊
福
祉
課
関
係

問  

地
域
子
育
て
セ
ン

タ
ー
の
利
用
状
況
は
。

答  

２
月
末
現
在
で
町
内

２
，
１
７
５
人
、
町
外
３
，

５
７
８
人
の
合
計
５
，
７

５
３
人
で
す
。

問  

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩

事
業
の
講
習
会
の
参
加
者

は
。

答  

毎
回
30
人
ほ
ど
で

す
。
令
和
元
年
度
実
績
で

延
べ
２
３
７
人
で
す
。

問  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
関
連
の
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
の
役
割
は
。

答  

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
申

し
込
み
等
の
予
約
受
付
で

す
。
状
況
を
見
な
が
ら
休

日
も
含
め
て
検
討
し
ま
す
。

＊
教
育
課
関
係

問  

臼
ケ
口
か
ら
発
掘
さ

れ
た
遺
物
は
ど
こ
に
保
管

す
る
の
か
。

答  

八
郎
潟
町
地
域
史
料

館
に
展
示
保
管
を
考
え
て

い
ま
す
。

要
望

・ 

公
私
連
携
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
「
八
郎

潟
た
い
よ
う
こ
ど
も

園
」
は
将
来
的
に
は
一

つ
の
建
物
に
お
い
て
一

体
的
な
教
育
保
育
の
実

施
の
検
討
を
し
て
も
ら

い
た
い
。

・ 

中
羽
立
運
動
公
園
内
の

バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
の

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
を

修
繕
し
て
ほ
し
い
。

・ 

国
道
沿
い
の
（
運
動
公

園
）
総
合
案
内
板
を
撤

去
し
た
が
、
自
動
車
を

運
転
す
る
と
目
印
に
な

る
の
で
設
置
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

・ 

中
羽
立
（
運
動
）
公
園

は
夜
も
散
歩
す
る
方
が

い
る
が
、
街
灯
も
少
な

く
防
犯
の
意
味
か
ら
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

ほ
し
い
。

○
現
地
視
察

・ 

小
中
併
設
校
の
外
壁
等

の
状
況

・ 

小
中
併
設
校
の
教
室
の

配
置
状
況

・ 

防
災
行
政
無
線
真
坂
・

浦
大
町
地
区
屋
外
子
局

改
良
工
事
個
所

教育民生常任委員会

議会運営委員会 議会広報編集委員会（前期）

小中併設校の外壁視察
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◆
議
会
広
報
編
集
委
員
会

委

員

長　

小
柳　
　

聡

副
委
員
長　

京
極　

幸
村

委　
　

員　

加
藤
千
代
美

伊
藤　

敦
朗

村
井　
　

昇

伊
藤　

秋
雄

編
集
後
記

編
集
後
記

　

こ
の
度
の
議
会
議
員
改
選
に
伴

い
ま
し
て
議
会
広
報
編
集
委
員
長

（
前
期
）
を
拝
命
し
ま
し
た
。
こ

の
議
会
だ
よ
り
を
出
来
る
限
り
多

く
の
皆
さ
ま
に
読
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
「
今
出
来
う
る
仕
掛

け
」
を
増
や
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
「
住
民
に
近
い
議
会
」
と
し
て
、

住
民
参
加
型
企
画
も
今
号
か
ら
開

始
し
ま
し
た
。
自
薦
他
薦
は
問
い

ま
せ
ん
の
で
お
気
軽
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
皆
様
か
ら
の
「
声
」
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
の
議
会
だ

よ
り
も
改
善
し
て
い
け
た
ら
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
た
く

さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

「
コ
ロ
ナ
」
と
い
う
言
葉
と
向

き
合
っ
て
１
年
を
迎
え
ま
す
が
、

今
年
度
は
前
向
き
な
言
葉
と
向
き

合
っ
て
い
く
機
会
が
増
え
る
よ
う

に
と
願
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

(

小
柳　

聡)

　私達ソフトボール部は、６年生がいなく10人という
少ない人数で活動しています。練習では、その日のチー
ムの課題をみんなで確認し合ってから取り組んだり、
監督や先輩達から教えてもらったことを自分でノート
にまとめたりして、強くなるために頑張っています。
　その練習の成果を一人一人が発揮し、昨年の新人戦
や春の全国大会予選では優勝することが出来ました。
しかし、コロナのため３月に行われる全国大会は辞退
することになり、悔しい気持ちでいっぱいです。チー
ムの一番の目標は「日本一」です。気持ちを切り替え
てもっとたくさん練習し、夏の全国大会出場を目指し
ます。皆さんの応援よろしくお願いします！

八郎潟町スポーツ少年団
ソフトボールクラブ

キャプテン　石井　美南（写真：前列中央）

１月

４日　消防出初式 （議長）

12日　第１回臨時会

18日　例月出納検査 （監査委員）

２月

６日　合同厄祓い・還暦祝 （議長）

12日　 秋田県町村電算システム共同事業組合

　　　議会定例会 （議長）

12日　秋田県町村議会議長会理事会 （議長）

13日　町体育協会創立50周年記念式典 （議長）

18日　例月出納検査 （監査委員）

24日　第２回臨時会

26日　議会運営委員会、議会広報編集委員会

３月

２日　議会全員協議会

４日　八郎潟町婦人会総会 （議長）

９日　議会定例会（17日まで）

22日　例月出納検査 （監査委員）

23日　八郎湖周辺清掃事務組合議会

23日　八郎潟町・井川町衛生処理施設組合議会

24日　湖東地区行政一部事務組合議会

24日　議会広報編集委員会

議 会議 会 のの う ご きう ご き

●各種団体のグループ（任意も含）
●スポ少や部活動のチーム
●特別な成果を挙げた個人等

▼お問い合わせ▼
E-mail：gikai@town.hachirogata.lg.jp

委員長　小柳へ

掲載希望団体

募集中
です
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